
 

 

 

 

平成 21 年２月４日 

各      位 

会 社 名  株式会社プラネット 

代表者名  代表取締役社長 玉生 弘昌 

（JASDAQ・コード２３９１） 

問合せ先  管理本部経営企画室長 滝山 重治 

電話 03－5444－0811 
 

平成 21 年７月期第２四半期の投資有価証券評価損に関するお知らせ 

 

 「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時価が著しく下落し、その回復があると認

められないものについて、平成 21 年７月期第２四半期において減損処理による投資有価証券評価損を

計上する必要が生じましたのでお知らせします。 

 

記 

１． 平成21 年７月期第２四半期における投資有価証券評価損 

 単体 

(Ａ)平成21 年７月期第２四半期会計期間（平成20 年８月１日から平

成21 年１月31 日まで）の投資有価証券評価損の総額（＝イ－ロ）
83 百万円

(イ)平成21 年７月期第２四半期累計期間（平成20 年８月１日か

ら平成21 年１月31 日まで）の投資有価証券評価損の総額 
83 百万円

 

(ロ)直前四半期（平成21 年７月期第1 四半期）累計期間（平成20 

年８月１日から平成20 年１0 月31 日まで）の投資有価証券

評価損の総額 

0 百万円

※四半期における有価証券の評価方法は、洗替え方式を採用しております。 

※当社の決算期末は、７月31 日です。 

 

○純資産額・経常利益額・当期純利益額に対する割合 

 単体 

(Ｂ)平成20 年７月期末の純資産額 1,821 百万円

（Ａ／Ｂ×１００） 4.6％  

（イ／Ｂ×１００） 4.6％ 

(Ｃ) 平成20 年７月期の経常利益額 507 百万円

（Ａ／Ｃ×１００） 16.4％  

（イ／Ｃ×１００） 16.4％ 

(Ｄ) 平成20 年７月期の当期純利益額 296 百万円

（Ａ／Ｄ×１００） 28.1％  

（イ／Ｄ×１００） 28.1％ 

 

２． 今後の見通し 

上記投資有価証券評価損は、平成21 年７月期第２四半期決算（平成20 年８月１日～平成21 年１月 

31 日）において特別損失として計上する予定です。なお、平成21 年７月期第２四半期決算について 

は現在集計中でありますので、業績見通しにつきましては明らかになり次第、開示いたします。 

 

以 上 


